
とを示す路面標示が設置された。今後も、安全確保に向
けた取組を進めていく。

　青木より一言意見

地域の皆さまは一人一人ではなかなか動くきっかけがな
く困っているとの声をいただきます。地権者や近隣の学
校、町会といった、近隣関係者との話し合いをしていた
だくことを要望しました。

市民プラザについて一般
質問

質問　コロナ前は年間40万人だった利用者が、以後約
9万人と大きく減少している。多くの施設が修理中や貸
し出し中であるとの事だが、年間約1億円の光熱費がか
かっているとの答弁もいただいた。今後市民プラザを有
効活用するために、問題点や計画について伺う。 
市民文化局　開館以来43年が経過し、建物や設備全体
の老朽化が進行していることから、計画的な改修の継続
に加え、 突発的な不具合への早急な対応も必要であるこ
とが現在の管理運営上の課題となっている。今後の施設
のあり方については、 市民プラザの現在の稼働率や利用
の人数、利用目的等について、現状分析を行った上で、 
老朽化の進行の程度や耐震2次診断の結果、ホール機能
を有する施設の適正配置の検討結果等を踏まえ、 関係局
区と緊密に連携しながら､ 今後の方向性について検討を
行っていく。

　青木より一言意見

市民プラザは方向性とメンテナンスをしっかりとしてい
けば、有効活用していくことが可能な施設です。例えば、
新しい医療とデジタル、エンタメの創出やスポーツとス
ポーツ医療の創造や、劇場、ホールを使って、ワカモノ
文化のダンスとAIの融合などで、市内、市外、海外に発
信するなど、まだまだ可能性はあります。時間軸と選択
肢に余裕をもって考え、7年後の施設50年ごろを目途に、
じっくり計画練って有効活用してほしいと考えます。

スタートアップ･企業支援について一般
質問

質問　企業支援をしているK-NICで、コーディネート

役である会社の委託契約は単年契約だが、単年度で成果
を出すことは困難であると考える。複数契約にすること
は可能か？ 
経済労働局　委託期間について、NEDO等とともに、毎
年度事業の見直しを図り、単年度契約として運営をして
いる。 スタートアップに対する継続的な支援は重要であ
ることから、より効果的な事業手法の構築に向け類似施
設の運営状況等について調査検討を進めていく。

　青木より一言意見

イノベーションについて、GAFAに代表されるアメリカ
流が必ずしも良いとは思いません。日本での起業支援は
日本流がきっとあると思います。本市も是非、川崎流の
起業支援をどんどんと進めて行ければと考えます。
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11月28日から12月21日まで令和4年第5回川崎市議会定例会が開催され
ました。一般質問では、市街化調整区域に対する対応、市民プラザの運営、
スタートアップ・企業支援について質問しました。自民党川崎市議団は代表
質問にて、ふるさと納税の影響や小児医療助成制度の拡充、農業振興事業な
ど多岐にわたり質問しました。一部抜粋してお届けします。

市街化調整区域について一般
質問

質問　高津区末長には市街化区域のど真ん中に市街化調
整区域があるが、高齢化で管理が大変困難との声が寄せ
られている。区域を変更する方法、見解と実態調査は？
またこの地域には通学路があるが、調整区域ということ
で対策が出来ないとの声もある。対応は？ 

まちづくり局　市街化調整区域から市街化区域への変更
については、まず、目標年次の人口の見通しに基づき、
市街化区域として必要な面積を算定する。 次に、その範
囲内において、土地利用の実態調査や、計画的な市街地
整備の動向、 その他、本市の都市計画区域の適正かつ合
理的な土地利用の実現等を鑑み判断を行う。令和6年に
予定している区域区分の見直しに向け、人口や土地利用、
都市基盤の整備状況、開発動向等、地区の実態について、 
取りまとめを行っているところであり、 それに基づき変
更を検討していく。通学路については学校から教育委員
会に道路拡幅の要望があり、対応を協議したが、地権者
の理解と協力を得る必要があるため、 拡幅は困難な状況
にある。スクールガード・リーダーによる巡回など安全
確保に努めており、昨年度は、スクールゾーンであるこ
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市街化調整区域
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市HPより

用語解説
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
（NEDO） 、川崎市、公益財団法人 川崎市産業振興財団
の３者連携により運営する起業家支援のワンストップ拠点

Kawasaki-NEDO Innovation Center(K-NIC)とは

市HPより

K-NIC HPより

〒213-0029 神奈川県川崎市高津区東野川2-29-11
青木のりお事務所

市街化調整区域
（市街化を抑制）

市街化調整区域

横浜市高速鉄道 3号線（予定）

緑と農の 3大拠点 農と緑のふれあい拠点

市街化区域
（優先的かつ計画的に市街化）

面積 割合

市街化区域 12,728ha 88.2％

市街化調整区域  1,707ha 11.8％

NEDO
研究開発型ベンチャーの
成長支援やマッチング促進

研究開発型ベンチャー＆起業家のためのワンストップ支援拠点の開設

Kawasaki-NEDO Innovation Center(K-NIC)

川崎市
市内のインキュベーション施設
の集積を活かした支援

川崎市
産業振興財団

地域のネットワークを活かした
伴走型の事業支援




